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1.プロジェクトの背景 ・目的
本研究プロジェクトでは、光や熱や電気などの外部刺激に敏感に応答するチオフェン環
に注目し、種々のチオフェン誘導体の分子構造と電子物性との関係について検討して来た。
そのうち、我々独自のチオフェン環を基本骨格 とするキノン誘導体,チエノキノノイ ド
(ThQ)がポリマーフィルム中、レーザー光の照射により 高画質で書き込み印字できる色
素となることを見出した。本年度の研究では、これまでの成果をさらに発展させ、このキ
ノン誘導体について光照射による発色と消色現象及び画像安定性を調べて評価し、非接触
型で書き換え可能なフィルム色素への応用を目指した分子設計指針や実用化条件の探索を
図つてきた。また,本チエノキノノイ ド誘導体 ThQが,電気化学的刺激に対しても高い応
答性を示すことから,吸収スペクトルを精査して,薄型フィルム半導体 (FET)への応用性
についても検討した。
2.研究成果
(1)我々 は既に、当該チエノキノノイ ド誘導体 ThQについて、
・物性に影響を与える多様な置換基を分子骨格の任意の場所に導入する方法、
・光学的 ・電気化学的物性評価の手法、
・透明フィルム成型のための条件,
を確立している (これらの成果については特許準備中)。
次段階として、新たに合成するチエノキノノイ ド誘導体 ThQ一つ一つについて、それらの
二次元的分子構造を精査すると同時に,当該化合物の経済的かつ安定供給可能な大量合成法
を確立する必要がある。すなわち、試験段階に継いで,実用化に向けての基本環境を整える
段階である。    '
本年度は,表記課題を解決するために,企業との共同研究を締結して研究助成支援を得ると
ともに,下記に示す既知経路に改良を加えることとし,合成段階の短縮及び収率向上を目指し
た。
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(2)当該チエノキノノイ ド誘導体 ThQ力｀電子授受の両性機能をもつことを見出し
たので,薄膜半導体 (FET)を念頭に置いた新たな応用の可能性を検討した。
・結晶構造解析に基づき,電気化学的性質との相関性,
・結晶構造解析に基づき,電子吸収スペクトルとの相関性,
。結晶構造解析及び吸収スペクトル結果から,電子構造の評価,
を行ない,両性機能を一層高める分子設計指針を探索した。
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Fig. Cyclic voltammograms of (a) H3Th3CN4
(Q2 nd O) H4Th4CN4 (DCMQ 0.1 M
TBABH4/CH'CI, tscan rate 100 mVs-r ,
reference Ag/AgCl).
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Cyclic voltammograms of Q1 (solid line), Q2 (dashed line),
and Q3 (solid bold line). Scans are initiated from zero in the
negative direction.
尚,これらの成果の一部は,研究推進の障害にならない範囲で関連する機関での発表を行
なった。主な,成果は以下の通りである。
地域共同センターの様々な活動に積極的に加わるとともにリエゾンフェスティバ
ル産学官交流シンポジウム、講演会などの機会を通して、本プロジェクト研究の
公開やアイデアの提供活動を行った。
関連する合成中間体については,基本物性を国内及び国外の学会において発表す
るとともに,国際的に評価の高い学術雑誌に論文発表を行なつた。
日華化学 (株)と立山科学工業 (株)との共同研究を積極的に進めるとともに,
北陸産業活性化センター (HIAC)から研究助成の採択を受けた。
2.
3。
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3.プロジェクト成果
今年度の成果は,前年度までの試験的な情報収集を基に,実用化を念頭に置いた課題の絞
り込みに焦点を当てて取り組み,次年度に向けた実働体制を構築したことに在ると言つてよ
い。企業との共同研究契約,北陸産業活性化センターからの助成 (1.か年)支援など,大
いなるジャンプアップに繋がる。また,当該化合物に関連して,新規な電気化学的応用面が
見出されたことも,本プロジェクトの活動が大きく広がることになった。
4.プロジェクト成果の応用 ・効果 ・構想
現代社会生活が光と電子の性質を駆使した製品によつて支えられていることは疑う余地の
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無いところであるが,非接触型機構による情報の書換え媒体色素,また,超小型化及び自在
な成形が期待できる有機薄膜半導体 (FET)など,これらの開発が新しい社会生活を切 り開く
起爆剤になることは言うまでもない。よって,多様な分野 ・業界に連動して,市場に与える
影響は計り知れない。
5。利用施設
質量分析装置 :測S-700,
核磁気共鳴装置 :FT―NMR(600 MHz)
赤外分光光度計 :FTIR-6100(日本分光)
紫外可視近赤外分光光度計 :Ubest V-570DS(日本分光)
などの分子構造決定のための機器設備を利用。
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